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１ 名 称 長瀬家文書

２ 員 数 １，３２０組（１，４９３点）

３ 種 別 有形文化財（古文書）

４ 所 在 地 秋田市千秋明徳町４番４号

秋田市立中央図書館明徳館

５ 所 有 者 秋田市

６ 年 代 寛永年間～大正年間

７ 説 明

本物件は、秋田藩士長瀬家に伝来した文書群である。

長瀬家は、「長背氏系譜」（註１）によると、高句麗王朱蒙（ちゅもん）の系譜を

引くという特異な言い伝えをもつ家系である。長瀬氏の祖は、朱蒙の後胤とされ

る頭霧唎耶陛（ずむりやへ）といわれ、欽明天皇の時代に日本に帰化後、山城国

に居住し、「長背王」の名を賜った。７代廣足の時に孝謙天皇から「長背連」姓

を賜っている。１７代兼武の時に初めて「長瀬」と名乗るようになる。また、兼

武が源義光に仕えたことを機に、以来佐竹氏に仕えるようになり、３７代光直の

時に佐竹氏の秋田移封に伴って秋田に移り住んだ。知行高は、元禄９年（1696）

に８０石であったが、その後の加増によって安政２年（1855）には２４５石ほど

となっている（註２）。長瀬氏は江戸時代を通して佐竹氏に仕え、明治維新を迎えて

いる。

長瀬家文書は、江戸時代初期の寛永年間から大正時代までの史料から成り立っ

ており、江戸時代後期から明治時代にかけての史料が大半を占めている。また、

室町時代の史料が１点伝来している。昭和５７年（1982）に長瀬直諒氏から秋田

市に寄贈され、秋田市立中央図書館明徳館が所蔵している（註３）。

史料は日記類や書状が多く、江戸時代中期や幕末期のものがまとまって保存さ

れており、その内容からは社会情勢だけでなく、秋田藩政や職制、当時の人々の

交流関係なども窺い知ることができる。享保年間に本方奉行や勘定奉行などを勤

めた４２代直達の日記は、江戸中期の秋田藩に関する史料や藩士の日記類が少な

い中で比較的まとまって保存されており、その点で貴重なことから『秋田市歴史

叢書４ 長瀬直達日記』で翻刻・刊行されている。

近世を通じて長瀬家の知行地に関する史料が多く残されていることも貴重な点

である。地方知行制を採用する秋田藩において、知行高の変遷や給人による知行

地経営の方法など、今後の研究の進展が期待される論点が多く残されており、本

文書はその一端を明らかにできる史料といえるだろう。史料からは、知行高の増

減や長瀬家に与えられた地域を逐一藩庁に確認している様子や、村々の人別帳を



作成して知行地を管理している様子などが窺え、武士と知行地の関係性を示す史

料である。

幕末では、４７代直温（なおよし）に関連する史料から、彼が勤めた役職を通

して当時の社会の様子に迫ることができ、例えば安政２年（1855）から蝦夷地警

備のため箱館へ渡った際に書き留めた日記や書状からは、警備そのものだけでな

く、土地の様子や警備に至るまでの経緯なども知ることができる。京都留守居役

を勤めた際は、立場を利用して公家高松家とのつながりを作り、その交流を活か

して情報収集に当たっていた様子も窺える。

また、直温は秋田移封に伴い断絶してしまった自家の由緒を探るため、江戸滞

在中に各藩の留守居役に長瀬という者がいるか照会を行ったり、江戸までの道中

で聞き込みを行ったりしている。その後、全国各地の同苗と文通を交わしている

ことが史料から読み取れ、自家のみならず、長瀬という一つの家そのものの由緒

を確認し、同族意識を醸成していたことは興味深い（註４）。

近代の史料では、政治体制の移り変わりやその職制を読み取れる史料が残され

ている。中でも、明治２年（1869）から同４年（1871）にかけての直温の日記は、

明治３年（1870）に設置された岩崎藩に関する史料として非常に貴重なものであ

る。江戸に居住していた佐竹壱岐守家は、慶応４年（1868）に秋田に移り、雄和

椿台に居を構えた。しかし、椿台の地は水不足であったため、川尻の豪商の伝手

を得て、岩崎（現在の湯沢市岩崎）に移り、岩崎藩設置へとつながる。直温の日

記はこのような藩成立の過程や廃藩置県を迎えるまでの統治体制だけでなく、藩

設置に期待を膨らませていた椿台の人々の意思や行動、彼らと藩上層部との方向

性の食い違いなど、これまでの研究で十分に明らかにされていなかった岩崎藩設

立の細部に至るまでの様子を紐解く史料として価値があるといえるだろう。

長瀬家文書は、武芸や学芸、詩歌などに関する蔵書や史料が多いことも一つの

特徴といえる。時代や役職によってどのような教養が求められていたのかを明ら

かにする史料であるといえる。明治以降に記された幾何学や代数学などの教科書

の写本や、中学校への入学許可書、教職員の辞令などもみられることから、近世

から近代への移行に伴う教育の変遷とその内容も捉えることができる。

本物件は、江戸時代を通した秋田藩政や秋田藩の武家社会の一端を明らかにす

るだけでなく、時代ごとの文化力・教養など、幅広い時代の様相を明らかにでき

る貴重な史料である。



註１ 「長背氏系譜」は、長瀬家文書が秋田市立中央図書館明徳館に寄贈される時

点で原本が失われており、現在はコピーのみ閲覧できる。本史料は、『秋田市

歴史叢書４ 長瀬直達日記』（秋田市、2010年）に収録されている。

註２ 長瀬氏の知行については、『秋田市史 第三巻 近世通史編』（秋田市、2003

年、281頁から285頁）に詳述されている。

註３ 秋田市立中央図書館明徳館では、平成４年に『長瀬家文書目録』、平成５年

に『長瀬家文書追加目録』を作成している。目録番号は1,331番までであるが、

目録に準じて整理したところ、1,320組（1,493点）が確認されたため、この点

数を員数とした。目録で枝番号が振られている史料は、個々に１組と数えず、

親番号とひとまとめで１組としている。

註４ 長瀬氏の同苗間交流については、天野真志「秋田藩佐竹家中 長瀬氏系図の

成立と旧領常陸－幕末・明治期の由緒探求と同苗間交流－」（近代地域史研究

会編『近世近代移行期の歴史意識・思想・由緒』、岩田書院、2017年）に詳し

い。
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日記類  右から 

長 124 長温家君御日記 

長 73  久保田岩崎明治四公私緊要録 一 

長 163 久保田岩崎公私日録 二  

長 325 椿台政務録并私記 
                

 
 
 
 
 
 
 
 
長 325 椿台政務録并私記 長瀬直温 明治２年正月～12 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

長 163 久保田岩崎公私日録 二 長瀬直温 明治３年７月～12 月 



       
 
 
 
 
  
    
 

 
 

長 116 差上高帳控        長 117 地回知行処人別帳    
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  長 1262 小学教科秋田県史話 全    長 1132 （太平学校教員申付の辞令） 
 
 


